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雷長狭の系統進化にとって,第三紀の環境変化
にともなう適応の過程をあさらかにすることは_qt
要な研究課題の一つである｡とくに中新tltFfl･後
期における環境の多様化にともなう詔長Wlの省し
い分化 ･発展については注目されており.環塊の
多様化と形態の変化との対応という観点でとらえ
る必要があろう｡また,これと関係して,歯牙の形使
変化を,犬歯化,白歯化 退化現象の3点から検討す
ることが期待される.このため.昨年皮は.旧帖
界のXenoL,ithecus,DryoL,ithe-S,SivaLn'Lfwcus.,
Rama♪ithecus,新世界のStirtoniaなどを対毅と
して白歯化過程について検討し.いくつかの前日
すべき観点を整理し.それらを霊長頬のみならず
食肉獄のあるものや一部の有蹄類の進化過掛 こ見
られる平行現象としてとらえ,特殊進化と一般進
化との関係をあさらかにする必要を指摘した｡
本年皮は.霊長塀の歯牙の形態の発育段階や性
的二塾による変異性の問題を追求するために.料
象を拡大して食肉頬を扱い,一般性と特殊性とか
ら歯牙の形態の変化の霊長穀との平行現象をあさ
らかにすることを試みた｡比較材料としては.オ
ットセイ,トド.セイウチなどの海獣8位類.ト
ラ,オオカミ.クマなど陸猷14位獄をえらぴ,ti圭
餌様式と下顎の運動様式との関係がどのように歯
牙の形態に影響するかの研究を行なった｡その結
栄.可動性の低いタイプAはアナグマにのみ見ら
れ,関節突起がソケット状に上顎の関節砧にはま
る｡タイプⅠ=ま.後閑節謁突起が顕著に見られる
餌脚類のほとんどが含まれ.可動性が中間的であ
る｡タイプCは.ほとんどの陸生食肉獄に見られ
後関節渇の内側に顕著な突起があり.可動性が放
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